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対面&Zoomによるハイブリッド開催
講演内容

会 場

対面
オンラインは人数制限なし

・スマートフォンをお使いの方
→QRコードをカメラで読みこんでください。

・PCをお使いの方
→下記リンクからお申し込みください。
https://forms.office.com/r/v0wBseDKEC

申込期限: 9月22日(月)17:00申込方法

全国で医工連携の成果が多くあがっている。しかし医療現場からは医工連携
を始めるにあたり何から始めればよいか知りたいとの要望が多くある。
今回、３つの特許を権利化、うち２つの医療機器を上市した経験を得た。
１つ目のカフ圧維持装置／カフスキャッツでは、医療機器開発の流れを
知らないために、多くの失敗を重ね、不十分な結果で上市してしまった。
その失敗を踏まえ、直近の開発品『電子駆血帯:月兎』では、実際に
医療機器開発企業に開発責任者として入職し、効率良く研究開発をおこない、
自身が医療現場で使いたい（重要）と思える医療機器を開発できた。
この経験を共有し、効率よく研究開発を始め、結果として患者や医療
従事者に有益な医療機器が生れることの一助となれば幸いである。

第13回 医工連携セミナー
ひろしまバイオデザインPresents

富士宮市立病院 科⾧ 医療機器安全管理責任者
移植コーディネータ、

静岡県臨床工学技士会 副会⾧ 呼吸部会 医工連携担当者、
東海大学 講師などを経て、
現在、医療機器開発支援会社 イノベ屋 代表

講師

高野 順 Jun Takao

医工連携の始め方
医療機器開発支援企業 イノベ屋 代表

講演者のプロフィール


